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形態か らみ た卵管機能

lj本大学YJJ教授　津　　端 捷　 夫

　卵管は排卵された卵 の 捕捉 と運搬，精子の 受精

能獲得と受精部竝へ の 輸送 ， さ らに は初期胚 の 発

育環境 の 提供 と胚の 子宮へ の 運搬を行 うb こ れ ら

複雑な機能 を営む卵管内膜．ヒ皮細胞の 形態学的構

造 と卵巣周期に伴う周期的形態変化 ， また
一一・

部の

管腔臓 器 にお い て特異的生理 機能を果 たす とされ

るサ
ー

フ ァ ク タ ン ト様物質に つ い て，そ の 分泌様

式，卵巣周期に伴う周期性変動お よび生 理的意義

に つ い て考察する 。卵管内腔は多 くの 縦走する ひ

だ が存在 し，そ の 表面は
・
層の 円柱 ヒ皮 に よ り，

よ り覆われ ， 線毛細胞 と分泌細胞が観察され ， そ

の 細胞質は酸好性の 物質で満たされて い る．また

卵管ひ だ の 問質は筋線維 を欠如する こ とか ら，そ

れ 自体 の 運 動性は否定 され る。したが っ て 卵管 の

物質輸送は，卵管筋層 による蠕動運動 と内膜線毛

上皮の 線毛運動に よる もの と思われる．次に ，
エ

ス トロ ゲン ・レ セ プターお よびプロ ゲス テ ロ ン ・

レ セ プ ターは い ずれ も，−IVIt細胞の 核にそ の 局在

を認め，間質では エ ス トロ ゲ ン ・レ セ プ ターをわ

ずかに認め るが ， プ ur ゲ ス テ ロ ン
・レ セ プ タ

ー
は

認め難か っ た e したが っ て
， 卵巣周期に 伴 っ て 卵

管上皮もまた周期性 変化 をする もの 思 われ るが，

問質は ヒ皮に比 し変化は乏 し い もの と推定され

る． ．ヒ皮細胞の 透過竃 ∫顕微鏡所見では ， 線毛細

胞と無線毛細胞 （分泌細胞）の い ずれ も高円柱状

を呈 し，多数の 小型の 円形 ない しは類円形の ミ ！・

コ ン ドリァ
， 発達 した ゴ ル ジ装置や粗 面小胞体を

有 し ， 活発 な代謝ない しは分泌活動が推定され る．

また周期性変化に つ い て み ると， 分泌細胞に つ い

ては ， 周期の 始め は ， 分泌活動はや や不活発で あ

るが ， 排卵が近づ くに従 っ て
， 高さが増 し高円柱

状 とな り，黄体期に は ア ポ ク リ ン 様 の 分泌形態に

よ り旺 盛な分泌活動を行い
， 卵管腔 の環境 を調整

する もの と思われ る。　
・
方，排卵 した卵の 捕捉 ・

輸送
・
胚 の 輸送に関連 する と推定される線毛細胞

に つ い て みる と，卵管峡部に比 し卵管膨大部 ， 卵

管采に至 る に 従 っ て そ の 頻度の 増加 ， 線毛の 長 さ

の 増加する傾 向を認めた．また周期性変化 をみる

と， 排卵朋に最 も線毛の 増加 を認めた．また ， 同
一一

部位 で 卵管 ひ だ の 頂部 と谷の 部分 を比較する

と
， 谷の 部分で の 線毛細胞は極め て少 ない こ とが

判明した。線毛群 は，統合の とれた
一
方向へ の屈

曲運動を行い
， 隣接 の 線毛 とわずか な時間的なズ

レをもっ た同調 を示 し， 液体や卵 の 輸送に最大の

力を発揮 で きる ような運動を行 うとされる．した

が っ て 上述 の 所見は
， 卵管腔中心部で は ゴ宮腔方

向へ の 運動を， 谷の 部分で は卵管采方向へ の 液体

すなわ ち卵管液の 流れを推測 させ る．肺サ
ー

フ ァ

ク タ ン トァポ蛋 白はサーフ ァ ク タ ン トが機能を発

現する の に 不叮欠の 物質と い わ れ る ． ヒ ト卵管内

膜では卵巣周期の 各期を通 して，そ の 上皮細胞 に

局在を認めた．しか し ， 卵巣周期に よる増減は明

らか で なか っ た．したが っ て
，

ヒ ト卵管内膜一ヒ皮

細胞にお い て も，肺胞 H型劃胞と同様の サ ーフ ァ

ク タ ン トア ポ 蛋白が産生 ・
放出され て い る もの と

推定され る．つ ぎに ， サ
ー

フ ァ ク タ ン ト様物質

（フ t’　× フ ァ チ ヂ ール 　 コ リ ン）の透過電子顕微鏡

所見は，約 50A の 同心 円状の 明暗欄期を有する高

電 ∫牲 の 層状構造物として と らえ られる．われわ

れは上 記物質を卵管内膜上皮細 胞お よび卵胞液中

に認め
， 排卵期に最 も増加する こ とを認めたu 前

述の ア ポ蛋白の 局在 と合わせ ，卵管におい て もサ

ーフ ァ ク タ ン 1・が生殖機能 と関連する 重要な役割

を果た して い るも の と推定され る．
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